
米国コロンビア大学院では、安全保障を専攻し、経済産業省では、米国・ロシア・
中国等との国際交渉にも携わりました。今回は、「外交・安全保障」を特集します。

　中国・北朝鮮・ロシアを隣国に持つ、我が国の安全保障環境は厳しさを増しています。南シナ海の軍事拠点化を進め、尖
閣諸島周辺を始めとする周辺海域での活動を活発化させる中国、ミサイル実験を繰り返す北朝鮮を見れば、経済関係の深
化・民主主義の普及・国際法や国際制度の発達によって、国家間の協調が進むとするリベラリズムの失敗は明らかです。
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まるた こう一郎

まるた こう一郎に参加してほしい、意見を
聞いてみたい、などございましたらお気軽に
お問い合わせください！

未来をつくる即戦力

まるたこう一郎こう一郎

各地のイベント参加 大和駅前の清掃活動 スポーツの秋

まるたの政策【外交・安全保障】

こんにちは！まるた こう一郎（丸田 康一郎）です。自民党神奈川県第13区支部長として、
横浜市瀬谷区・大和市・綾瀬市で活動しています。３児の父です。
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　自公政権では、領土・国民の生命と財産を守る「能力」と「意志」を持ち、示すことにより、
周辺国の武力行使を抑止しようとする、現実主義に基づく外交・安全保障政策を進めてきま
した。批判もありましたが、「平和安全法制」「反撃能力の保有」やQUADなど同志国との連携
強化は、抑止力を高め、東アジアの平和と秩序を守るものです。

　台湾・朝鮮半島を巡る緊張が高まる中で、周辺国の冒険主義的行動を抑止するためには、防衛力強化・同志国との
連携の深化が必要です。AIやドローン活用・認知戦の展開に対応した防衛技術開発、軍事転用可能な技術・製品の管理・
調達体制の整備、インテリジェンス機能の強化に加えて、優秀な人材確保のため自衛隊・海上保安庁の処遇改善にも
積極的に取り組むべきです。

厳しさを増す安全保障環境

現実主義に基づく外交・安全保障政策を

技術開発・経済安保・インテリジェンス・処遇改善を

神奈川県第13区支部長（横浜市瀬谷区、大和市、綾瀬市）衆議院 



サラリーマン家庭で育つ、東京大学・コロンビア大学院卒。 ●2009年 経済産
業省へ入省。中小企業・エネルギー政策などに従事。 ●2021年 岸田政権発足後、
総理官邸では経済・教育・医療・介護政策等を担当。現在「全ての人が前向きに
挑戦できる社会」を目指し、活動中！　趣味：野球、ジョギング、カラオケ

丸田 康一郎 まるた こういちろう
プロフィール

PROFILE
子育て世代 ３児の父1985年7月生まれ／神奈川県出身

TEL 046-264-5666 （ 平日9時 -17時 ）
Mail info@marutakoichiro.com
HP https://marutakoichiro.org

〒242-0016 
神奈川県 大和市 大和南 1-14-3 中丸ビル201

まるた こう一郎 事務所

公式LINE始めました！
友だち募集中！
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 　生理や妊娠・出産・不妊治療、更年期に伴う辛さや悩みなど女性特有の健康課題

をテクノロジーの力で解決する「フェムテック」。近年は、女性特有の健康課題が

大きな社会損失だと認識されたこと・女性活躍の推進の観点から、政策的な関心

も集めています。宮路拓馬議員は、フェムテック振興議員連盟の提言をまとめ、

「フェムテック等サポートサービス実証事業費補助金」創設を実現するなど、フェ

ムテックの社会実装を後押ししています。

　日々の駅頭で、自民党に対する批判もいただきます。私は、志を同じくする仲間と「自民党を変えていく、
自民党から日本を変えていく」という考えです。党改革・新しい政策課題に取り組む若手議員を紹介します。

宮路拓馬議員と共に

ボランティア募集中！
できるだけ多くの方に「まるた こう一郎」通信を読ん
で頂きたいと考えています。配布のご協力を頂ける方
は、事務所までぜひご連絡ください。

未来をつくる即戦力

まるた こう一郎の取り組み
政策 01 フェムテック
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新神奈川13区【第5区から第13区へ移動】
横浜市瀬谷区

神奈川13区は
横浜市瀬谷区、
大和市、綾瀬市です。

公職選挙法の一部改正に伴い、
選挙区の区割りが
一部変更されました。

皇位継承議論、自民党で再始動注目ニュース
Featured news

　11月、自民党は、安定的な皇位継承に向けた議論を開始
しました。皇室典範では、「皇統に属する男系男子」である
皇族が皇位を継承する旨を定めており、現在、皇位継承資格
を有する皇族は、秋篠宮皇嗣殿下・悠仁親王殿下・常陸宮
正仁親王殿下のみであり、天皇陛下の次の世代の資格者
は、悠仁親王殿下のみです。
　悠仁親王殿下以外の未婚の皇族が全員女性である
ため、悠仁親王殿下が皇位を継承される時には、悠仁親王

殿下以外には皇族がいらっしゃらなくなる可能性がある
ことから、有識者会議は、皇族数の確保が喫緊の課題である
と指摘しています。
　今後は、女性皇族が結婚後も皇室にとどまることや、旧
宮家の男系男子を養子とすることを可能とする皇室典範
改正を視野に検討が進められることになります。皇室の
あり方は、我が国の根幹をなす重要な課題です。静謐な環境
の中で議論が深まることを期待します。


